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Influence of composition ratio in SnS thin film on conversion efficiency of SnS solar cells 
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【はじめに】 Ⅳ-Ⅵ系二元化合物半導体である硫化スズ(SnS)は、太陽電池に適した物性を有してお

り、earth-abundant系太陽電池材料として期待されている。しかし、SnS太陽電池の最高変換効率は

4.36%[1]であり、理論変換効率と比較して低いのが現状である。一方、同じカルコゲナイド化合物系

であるCu(In,Ga)Se2やCu2ZnSnS4太陽電池では高い変換効率を実現しており、構成元素の組成比

が変換効率に大きく影響することが報告されている[2,3]。従って、SnS 太陽電池においても、組成比

の最適化が変換効率の向上につながることが示唆される。本研究では、SnS太陽電池の変換効率の

向上に向け、SnS薄膜の組成比が SnS太陽電池の変換効率に与える影響を検討した。 

【実験方法】 RF マグネトロンスパッタ法により、Mo/SLG 上に SnS 薄膜を堆積した。ターゲットには

SnS(Sn/S = 1.0)と、SnS と SnS2の焼結体(Sn/S = 0.66)を用い、基板温度は室温～300C と変化さ

せ、成膜圧力は全て 0.3Pa とした。堆積した SnS 薄膜の組成比を EDX により測定した。その後

Ni/ZnO:Al/ZnO/CdS/SnS/Mo/SLG構造の SnS太陽電池を作製し、J-V測定を行った。 

【実験結果及び考察】 SnS 薄膜の組成比(Sn/S)とスパッタ時の基板温度の関係を図に示す。基板温

度に関わらず SnS 薄膜の組成比はターゲットの組成比よりも大きくなった。これは、スパッタ時にター

ゲットから打ち出された S イオンの一部が S 分子となり気化したためだと推測される。また、ターゲット

の組成比が 0.66の場合は基板温度の増加にともない SnS薄膜の組成比も増加したが、ターゲットの

組成比が 1.0 の場合は基板温度を変化させても SnS 薄膜の組成比は変化しなかった。これは、S の

蒸気圧が SnS と比較して大きいことにより、蒸気圧に対応した量の S が SnS 薄膜から再蒸発したた

めだと推測される。得られた SnS 薄膜を用いて作

製したSnS太陽電池の J-V特性は当日報告する。 
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図. SnS薄膜における組成比の基板温度

とターゲット組成比との関係 
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